
狭山市とイオンリテールは 1 月 31

日、入間小跡地の複合商業施設につい

てケヤキと共存した新しい提案を発表

しました。この提案は一昨年の公募審

査時とは異な

ることから、

改めて選定委員会を

開き、市とイオンでケヤキの扱いについ

て覚書を結ぶことで実現しました。また、

周辺住民や駐車場を共有する飯能信

金からも一定の理解を得たといいます。 

2 月 7 日に市とイオンで交わされた

覚書では、ケヤキは保存とせず伐根条

件を猶予し、1 年ごとに更新するとして

います（詳しくは覚書のポイント参
照）。一方でイオン側はケヤキの「保存」

計画を市に提出しており、永く残せるよ

うな配慮がされています。イオン側は持

ち株会社の岡田元也会長自らも市に足

を運びケヤキとの共存を働きかけてい

たことがわかっていますが、市長は

「（狭山市は）イオンに

選ばれる市だ」

と周囲に誇らし

く語る（関係者の話）など、事態や状況

の認識に大きな開きがみられます。 

新しい提案では、2 階に屋根付きの

デッキを設け、キッズパークやテラス席、

ブックカフェを配置しています。今まで

とは違った目線でケヤキの息吹を感じ

られ、子どもから大人まで一緒に集え

る空間になっています。 

 ～署名終了します～  

ケヤキとイオンの共存が確実になっ

たため、署名活動は一定の役割を終え

たと判断し、終了いたします。覚書上は

伐根猶予であり、厳密には保存が前提

にはなっていませんが、イオンの保存計

画や店舗設計を分析し、会として長期

的な保存の実効性を確認しました。ご

支援いただいたみなさまに、深く感謝い

たします。まだお手元に署名用紙があ
る方は、最後まで責任をもって市にお
届けしますので会にご提出ください。
現時点で 17,516筆を提出しました。A

コープ店頭に設置の署名回収ボックス

は 4 月 30 日で撤収する予定です。 

市議会の衣川議員、田中議員、猪股

議員（当時）、大島議員には議会質問や

調査で、JA ファーマーズ入間店には署

名回収で多大なご協力を頂きました。

この場をお借りしてお礼申し上げます。 

◆ご支援のお願い 今後も継続してケ

ヤキを見守っていけるように、会へのご

支援をよろしくお願いします。この瓦版

も寄付で成り立っています。寄付先は

飯能信金入曽支店普通 2108903 ま

たは会の WEB サイトをご覧ください。 

ケヤキと共存の計画発表 
イオン岡田会長らが動き実現 

第4 号 2023年4 月3 日  大正 9 年、4人の子ども達が小さなケヤキを見つけて植えました。入間小の校庭に根付い
て 1 0 2 年 、 狭 山 市 の 景 観 地 5 0 に も 選 定 さ れ た 入 曽 の シ ン ボ ル で す 。 

市の計画に従って存続の危機に立たされましたが、入曽のみならず全国のみなさんの想いが
集まり、おかげさまで商業施設との共存が決まりました。いつまでもこのけやきが入曽の歴
史を刻んでいけるよう、これからも見守っていてください。 
 
さらに詳しい情報は、入間小のケヤキを未来につなぐ会の公式サイト https://keyakinomirai.comへ 
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ケヤキを囲む 2F デッキ 

イオンから示された新たな提案（一部加工）。ケヤキ（図右上）を半周囲むように 

2 階デッキが設けられ、キッズパークやテラス席にブックカフェが面する 

✎覚書の 

ポイント 
  

❶ケヤキの伐根条件を猶予とする（撤回ではない） 

❷ 覚書は 1 年ごとに更新 

❸ 毎日の近隣清掃、維持管理費用、損害賠償はイオンが負担 

イオン 「保存」計画用意 
狭山市 「伐根」譲らず 
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Since 1920
校庭の引き渡し予定は 2022 年 6月。
ここにある大けやきを残したいと動き出したのは、その 3日前でした。
50億円以上の市の予算と大企業も参画する一大プロジェクト。
変えるのはたぶん無理だけれど、このまま静観していていいのか…
ただただ、そんな思いに駆り立てられました。

活動を始めて、本当にたくさんの人に助けられました。
わざわざ電話を掛けて応援してくれた人、昔の思い出を教えてくれた人、
SNS で拡散してくれた人、署名を集めるよと駆け回ってくれた人、
市長に手紙を書いてくれた人、ポスターを貼らせてくれた人。
もちろん、そっと見守っていてくれた人が居たことも知っています。

おかげさまで署名は 1万 7千筆を超え、ついに、大けやきと商業施設との共存が実現します。

つないだのは、そのとき、

あきらめなかったあなたです。
あと少し、私たち入間小のケヤキを未来につなぐ会には残された宿題もあります。
そして、どんな木でも、保存し続けるためには多くの人が想い続けていくことが大切です。
署名活動は終わりを迎えますが、これからも、どうか見守っていてください。

未
来
を
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
。

未
来
を
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
。

今後も会への継続的なご支援をお願いします。寄付の受付やオリジナルグッズの販売はWEBサイトをご覧ください。


